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　ＪＡしまね、ＪＡ島根中央会、島根県農政会議は9月6日、
松江市の島根県庁で、溝口善兵衛県知事と大屋俊弘県議会
議長に、2018年度の県農業政策・予算編成について要請
しました。米の直接支払交付金の廃止を受け、財源を多様
な担い手の経営対策拡充などに充てる施策を国に対し要請
することや、飼料用米の生産体制維持に向けた対策強化な
ど18項目を求めました。
　竹下正幸組合長は「2018年産米から国は米の生産数量
目標を配分せず、直接支払交付金の廃止で生産調整に参加
する農家の意識が薄れ、需給調整による価格の安定が崩れ
農家所得の減少が危惧される」と訴えました。
　溝口県知事は「農業経営の安定のために、経営多角化や
営農指導などの施策をＪＡと連携して進めていきたい」と語
りました。
　このほか、美味し
まね認証取得の仕組
みの強化や6次産業
化の取り組み支援、
しまね和牛のブラン
ド強化なども要請し
ました。

　いわみ中央地区本部は9月4日、浜田市の地区本部ふれ
あいホールで、第2期のきんさい市場営農塾を開講し、塾
生１５人を迎えました。
　開講式には、今後の講義で農薬の適正使用法等の指導を
行う島根県西部農林振興センター浜田農業普及部から秦智
秋部長を来賓に招きました。塾長の井上宗治地区本部長は、
「1年間ハードなスケジュールとなりますが、しっかり農業に
ついて学んでいただき、農業者の仲間になってほしい」と話
しました。
　1年間、座学をはじめ、実際の研修圃場で農業の基礎を
学び、畑づくりから種蒔き・収穫・農薬の適正使用・農機具
の使用に関する事など、塾生で共同作業をしながら学びま
す。塾生は、「不安もありますが、楽しみもあります。自分
で野菜作りができるようになりたいです」と話すなど、それ
ぞれ色々な思いを胸に、当日を迎えました。仲間と共に１年
間、切磋琢磨し
ながら学び、収
穫時にはみんな
で喜びを分かち
合う事を約束し
ました。

　島根県内最大の栗産地である鹿足郡津
和野町で9月5日、平成29年産栗の出荷が始まりました。
津和野町、吉賀町の生産者8人が、収穫した栗約160キロ
を同町森村のＪＡ津和野集荷場に持ち込みました。
　当日は、丹沢を中心とした早生品種を規格別に選果し、
500グラムずつネット詰めした後、10キロ箱に入れて市場
に出荷しました。
　出荷期間は10月下旬までで、出荷数量13トン、販売金
額1,000万円を目指し、京都市場を中心に松江市や出雲市
などの市場に出荷します。
　今年度は梅雨入り以降
の雨が少なく玉太りが心
配されましたが、8月以
降の雨で玉太りは上々の
出来となり順調に生育し
ました。
　ＪＡ栗生産協議会の斎
藤尚介会長は「栗は地域
を代表する作物。ぜひ味
わっていただきたい」と
呼びかけました。

西いわみ

本　店

特産栗の出荷始まる

飼料用米対策強化など
18項目を県に要請

いわみ中央
きんさい市場営農塾第2期が開講
野菜栽培に15人が挑戦！

島根おおち

　島根おおち地区本部では毎年、農業の未来を担う児童・
園児のみなさんに、食料自給や緑豊かな農山村づくりに貢
献する日本の農業の大切さを学んでもらおうとオリジナルカ
レンダーを作成しています。このカレンダーに使う絵の選定
を美術教員吉川文子氏を招き行ないました。
　作品は、夏休み期間中の小学生を対象に行うＪＡバンク主
催の ｢みどりを守る児童画コンクール｣、ＪＡ共済 ｢交通安
全ポスターコンクール｣、ＪＡ全農 ｢クミアイプロパン絵のコ
ンクール｣ の応募作品と、保育園児を対象にＪＡ、青年連盟、
女性部が連携し取り組む ｢愛菜カレーの日｣、｢芋掘り交流
会｣ をテーマとした作品から選びました。
　集まった全５７作品の中から吉川氏のアドバイスを受け、
９作品を選びました。残りの３作品については、１０月に管
内保育所から集まった絵画から選ぶ予定です。

島根おおち
オリジナルカレンダー作成

選果を行なうスタッフ

溝口知事（左）に要請書を手渡す竹下組合長
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平
成
29
年
産
米
の
買
い
入
れ
検
査
が

８
月
29
日
の
矢
上
倉
庫
を
ス
タ
ー
ト
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
生
育
は
平
年
よ
り
早
く
進
み
10
月
４

日
現
在
で
売
渡
委
託
数
量
に
対
し
て

87
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
水
稲
作
況
指
数
は
、
９
月
15

日
現
在
、全
国
で「
１
０
０
」の「
平
年
並

み
」、
中
国
地
方
は「
１
０
２
」の「
や
や

良
」
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
根
県

は「
１
０
２
」で
石
見
地
区
も「
１
０
２
」

の「
や
や
良
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
位
等
級
比
率
（
１
等
米
の
割
合
）

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
は
、
心
白
粒
、
基

部
未
熟
粒
が
多
く
品
質
低
下
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
87
・
２
％
と
昨

年
よ
り
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
高
温
障
害
等
の
影
響
に
よ

り
品
質
の
伸
び
な
か
っ
た
「
つ
や
姫
」

の
上
位
等
級
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

全
品
種（
も
ち
米
、
酒
米
を
除
く
）

で
は
87
・
３
％
と
や
や
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
特
定
米
穀（
網
下
米
）も
併
せ
て

出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
年
産
米
出
荷
状
況

29年産米集荷状況（１等米比率はうるち米のみ）
委託数量 集荷実績 集荷率

１等米比率
29年度 28年度 27年度

瑞 穂 支 店 34,118 25,669 75.2 97.6 94.0 96.7
羽 須 美 支店 11,777 10,448 88.7 84.7 78.2 92.5
石 見 支 店 39,039 34,301 87.9 89.1 85.4 96.7
川 本 支 店 10,204 6,221 61.0 86.3 86.9 83.2
邑 智 支 店 7,318 4,686 64.0 81.3 79.4 83.0
大 和 支 店 6,185 3,501 56.6 83.0 73.8 87.3
桜 江 支 店 7,302 4,656 63.8 44.4 58.9 81.5
合 計 115,943 89,482 77.2 87.9 84.3 92.5

28 年検査のみ 12,023

参考）

前年同期 委託数量 集荷実績 集荷率 前年集荷対比
H28.10.4 118,161 87,987 74.5 101.7

品種別集荷状況
品　種 予約数量 出荷数量 品目割合 予約対比

コ シ ヒ カ リ 84,330 70,491 78.8 83.6
（うちハーブ） 15,906 16,017 100.7
ハナエチゼン 6,945 7,049 7.9 101.5
き ぬ む す め 15,341 4,851 5.4 31.6
（うちハーブ） 1,955 696 35.6
つ や 姫 4,856 4,017 4.5 82.7
その他うるち 5 8 0.0 160.0
う る ち 合 計 111,477 86,416 77.5
も ち 3,502 2,310 2.6 66.0
醸 造 用 964 756 0.8 78.4
合 計 115,943 89,482 100.0 77.2

流通区分別集荷状況
区　分 数　量

う る ち 86,416
（ う ち Ｊ Ａ 米 ） 86,268
（ う ち 一 般 米 ） 148
も ち 2,310
醸 造 用 756
合 計 89,482
検 査 の み 9,665
全 検 査 数 量 99,147
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｢

ふ
れ
あ
い
水
田｣

で

稲
刈
り
交
流
会

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
矢

上
地
区
に
あ
る「
ふ
れ
あ
い
水
田
」で
、
生

協
ひ
ろ
し
ま
か
ら
参
加
さ
れ
た
消
費
者
な

ど
関
係
者
併
せ
て
約
40
名
で
稲
刈
り
交
流

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
水
田
」で
の
米
づ
く
り
体
験

は
平
成
７
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
今
年
で
23

回
目
。５
月
の
田
植
え
か
ら
始
ま
り
、
田
車

を
廻
す
除
草
作
業
な
ど
米
作
り
の
一
連
の

流
れ
を
体
験
し
て
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
稲
刈
り
作
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
参
加
者
は
稲
を
刈
り
、

刈
っ
た
稲
を
は
で
に
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
稲
刈
り
後
の

昼
食
会
で
は
、
一

週
間
前
に
刈
っ
て
精

米
し
た
新
米
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
参

加
者
は
口
い
っ
ぱ
い
新
米
を
ほ
お
ば
り
ま

し
た
。
ま
た
、
邑
南
町
の
食
材
で
作
っ
た
、

豚
汁
や
野
菜
、
石
見
和
牛
肉
の
串
焼
き
な

ど
邑
南
町
の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
日
髙
光
弘
本

部
長
は
、「
５
月
か
ら
の
丹
精
込
め
た
作
業

で
美
味
し
い
米
が
で
き
た
。
昼
食
会
で
は
、

皆
さ
ん
の
作
っ
た
米
と
邑
南
町
の
食
材
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

支店別主要品種等級比率
コシヒカリ きぬむすめ つや姫 ハナエチゼン

１等 上 基準 ２等 ３等 １等 上 基準 ２等 ３等 １等 上 基準 ２等 ３等 １等 ２等 ３等

瑞 穂 支 店 97.5 84.9 12.7 2.5 0.0 100.0 86.6 13.4 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 97.6 2.4 0.0

羽須美支店 83.7 81.8 1.9 16.4 0.0 100.0 91.6 8.4 0.0 0.0 82.0 82.0 0.0 18.0 0.0 96.9 3.1 0.0

石 見 支 店 88.1 85.6 2.6 11.8 0.1 100.0 97.0 3.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 91.0 9.0 0.0

川 本 支 店 83.0 80.6 2.5 16.9 0.0 100.0 61.2 38.9 0.0 0.0 88.2 88.2 0.0 11.8 0.0 87.8 9.0 3.2

邑 智 支 店 71.3 66.2 5.1 27.1 1.6 97.0 95.6 1.4 3.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 64.5 34.6 0.9

大 和 支 店 84.8 81.3 3.5 15.2 0.0 56.8 56.8 0.0 43.2 0.0 78.5 78.5 0.0 21.5 0.0 99.5 0.7 0.0

桜 江 支 店 17.8 17.8 0.0 77.7 4.6 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 1.3 98.7 0.0

合 計 87.2 81.5 5.7 12.6 0.2 97.0 88.3 8.7 3.0 0.0 91.7 91.7 0.0 8.3 0.0 85.8 3.7 0.5

249

9



島根おおちトピックス
　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
21
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
管
内
の
市
町
へ
合
わ
せ

て
15
基
の
交
通
事
故
防
止
機
器
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
が
、
県
内
市
町
を
対
象
に
、
交
通
事
故
の
な
い
街
づ
く

り
に
寄
与
す
る
た
め
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
市
町
庁
舎
に
お
い
て
、
当
地
区
本
部
の
小
西
圭
二
副
本
部
長
（
共
済
事
業
担
当
）

が
目
録
、
趣
意
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

管
内
自
治
体
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
寄
贈

21

26

9 月

〜
9 月

　

つ
く
し
ん

ぼ
第
３
回
講

座
は
葬
祭

マ
ナ
ー
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
講
師
は

当
地
区
本
部
生
活
部
総
合
生

活
課
課
長
補
佐
で
一
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
大
崎
賢
司

職
員
が
行
な
い
ま
し
た
。
当

日
は
11
名
の
学
生
が
参
加
し
、

ま
ず
当
地
区
は
浄
土
真
宗
が

多
く
、
仏
壇
や
作
法
は
宗
派

に
よ
り
違
う
事
、
そ
し
て
四

華
花
、
末
期
の
水
や
、
宝
冠
、

脚
絆
、
ズ
タ
袋
、
六
文
銭
な

ど
の
死
に
装
束
の
由
来
や
、

棺
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
物

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
続
い
て

仏
式
で
の
葬
儀
の
焼
香
の
仕

方
と
、
神
葬
祭
で
の
玉
串
奉

奠
の
仕
方
の
説
明
を
受
け
た

の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
法
に

の
っ
と
り
一
人
ず
つ
真
剣
な
面

持
ち
で
実
践
し
ま
し
た
。
学

生
は
、「
宗
派
や
地
域
に
よ
っ

て
色
々
な
し
き
た
り
や
作
法

が
あ
っ
て
難
し
い
け
れ
ど
、
今

回
受
講
し
た
事
を
参
考
に
し
、

い
ざ
と
言
う
時
に
役
立
て
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 16

9 月

女
子
大
学
つ
く
し
ん
ぼ
第
３
回
講
座
開
講
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島根おおちトピックス

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
金
融
共
済
部
は
25
日
か
ら
、
信
頼
さ
れ
、
選

ば
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
た
め
、
各
支
店
で
の
信
用
窓
口

担
当
者
の
対
応
力
や
セ
ー
ル
ス
技
術
を
高
め
、
接
遇
マ
ナ
ー
の
実
践
と

定
着
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
窓
口
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
支
店
の
自
動
車
共
済
担
当
者
が
組
合
員
・
利
用
者
の
更
な
る
保
障
拡

充
を
目
指
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
大
会
の
優
勝
者
は
、
当
地
区
本
部
の
代
表
と
し
て
、
県
の
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
の
第
５
回
講
座
は
コ
ー
ラ
ス
を
習
い
ま
し
た
。
講
師

に
は
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校
で
音
楽
を
教
え
て
お
ら
れ
る
勝
部
俊
一

郎
先
生
と
奥
様
の
奈
緒
さ
ん
に
お
い
で
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
声
を
出
す
こ
と
で
有
酸
素

運
動
に
な
り
健
康
に
良
い
。
ま
た
、
声
を
合
わ
せ
る
事
で
つ
な
が
り
と
な
り
精
神
衛
生
上

も
大
変
良
い
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
次
に
、
よ
り
声
を
出
す
た
め
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
な
い
、

柔
ら
か
く
響
き
の
あ
る
声
を
出
す
た
め
に
顔
の
空
洞
に
声
を
響
か
せ
る
練
習
、
続
い
て
腹

式
呼
吸
で
息
を
弾
ま
せ
る
練
習
を
し
た
あ
と
姿
勢
に
注
意
し
な
が
ら
コ
ー
ラ
ス
に
入
り
ま

し
た
。
ラ
テ
ン
語
の「
ミ
サ
曲
」、「
も
み
じ
」、「
故
郷
」の
３
曲
で
輪
唱
や
重
唱
を
し
ま
し
た
。

先
生
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
都
度
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
講
生
は
、う
っ
す
ら
と
汗
を
か
き
な
が
ら
大
き
な
声
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

20
9 月

25
9 月

信
用
・
共
済
窓
口

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
５
回
講
座
開
講
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農 だ よ り営

単価状況 平成29年（kg単価） 平均出荷量（kg）／a 平均販売額（円）／a

キヌサヤ（Ｂ品込） 1,338 円 61kg/a 81,975 円 /a

スナップ（Ｂ品込） 878円 75kg/a 68,481 円 /a

エンドウ販売実績

市場からの要望が強いのは「キヌサヤ」ですが、
「スナップ」はキヌサヤより比較的出荷調整が
容易な品目です。エンドウ栽培のポイントは、
①発芽率（栽培本数の確保）
②開花時期以降に乾燥させない（水の確保）
③ハモグリバエ対策、うどんこ病予防の
　徹底です。

基本出荷形態：2kg バラ詰め
収穫開始時期は果菜類（ナス・ピーマン・ミニトマ
ト等）の収穫が始まる前で、サルの被害も少なく、
管内どの地域でも栽培が可能です。1人でできる面
積は2aがやっとですが、空いた圃場で作って出荷
してみましょう。

作　型 ３月 ４月 ５月 ６月 ～ 10月 11月 12月

品種（つるあり） 上中下 上中下 上中下 上中下 ～ 上中下 上中下 上中下

キヌサヤエンドウ
　（東京極早生）
スナップエンドウ
　（スナック 753）
　（ジャッキー）

※１ａ当たりの種子必要量は３～４㎗
注意：早まきすると耐寒性が低下し、寒害、凍害を受けやすい
連作はできません！少なくとも 6 ～ 7 年は豆類を栽培していない圃場を選択

収穫 たね播き

きゅうりネット ５月　収穫時状態

詳しい栽培方法については各支店営農指導員へ相談下さい。

〈栽培風景〉

少し（0.5ａ）でも空いた
圃場がありませんか？

エンドウを栽培して出荷してみませんか？
キヌサヤ スナップ
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農業用廃プラスチックの回収を行います

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 101 851,040 223,560 667,985 
ヌキ 119 1,203,120 383,400 828,895 
合計 220 1,203,120 223,560 755,023 

島根おおち
メス 12 779,760 538,920 691,691 
ヌキ 17 1,048,680 633,960 846,720 
合計 29 1,048,680 538,920 783,708 

瑞 穂
メス
ヌキ 5 908,280 779,760 864,648 
合計 5 908,280 779,760 864,648 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

石 見
メス 5 731,160 667,440 701,460 
ヌキ 1 887,760 887,760 887,760 
合計 6 887,760 667,440 732,510 

川 本
メス 1 538,920 538,920 538,920 
ヌキ 3 940,680 750,600 818,280 
合計 4 940,680 538,920 748,440 

邑 智
メス 5 779,760 667,440 711,936 
ヌキ 7 1,048,680 633,960 861,223 
合計 12 1,048,680 633,960 799,020 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0 

桜 江
メス 1 704,160 704,160 704,160 
ヌキ 1 699,840 699,840 699,840 
合計 2 704,160 699,840 702,000 

県外移出率

44.25%合計40.22%去勢雌 49.03%

西部“ 軟調 ”  中央 “ 上昇 ”
　本県 9 月の子牛市場は、西部・中央で開設
し 333 頭の上場があり、平均価格は、西部が
707,670 円で“軟調”、中央が 755,023 円で“上
昇”の取引となりました。
　中央市場の上場牛では、発育・体積の劣るもの、
肋張りの弱いもの、体のゆるいものが散見され、
全体的にばらついていました。
　今後とも「子牛飼い方マニュアル」を実践し「子
牛の品質向上」に努め、購買者に支持される「し
まね和牛」子牛市場となるよう、関係者が一丸と
なって取り組むことが重要です。

平成29年9月子牛市場成績表

JA所定の場所へ持ち込みされる
場合は、産業廃棄物運搬車の看板
を表示し、委任状を持参してくだ
さい。なお、看板は各支店営農生
活課にありますので、御使用くだ
さい。

■回収実施期間
　11月13日（月）～17日（金）
■回収できるもの
　農業用塩化ビニール（ハウスビニール）
　農業用ポリフィルム（農ポリ・クリンテート等）
　肥料等のポリ袋・畦畔板（畦畔シート）
　育苗箱・農薬のポリ容器（注）等

■回収方法・分別
　回収専用袋を各支店営農生活課で購入
�・「農ビ専用」と「農ポリ専用」の２種類があり、�
�１袋当たり約20㎏程度の廃プラが入ります。
　１袋　500円です。（消費税込）
　その時、（委任状）をお渡しします。

・回収専用袋には、市町名、氏名を記入してください。
・土砂など余分なものは除去してください。
・水分を良く切ってください。
・汚れのひどいものは袋を分けてください。
・ハウスビニールなど専用袋に入らないものは、約20㎏程度にし
て結束してください。

（注）普通物農薬の入っ
たポリ容器は、洗って
半分に切った物は回収
できます。

■回収処理経費
　回収・処理経費は、回収専用袋の販売金額に含まれています。
　この分別回収にあたっては、島根県・管内各市町の支援をいた
だいています。

◎�ご不明な点は各営農生活事業所又は、地区本部生産資材課
　（☎0855-83-1762）にお問い合わせください。

JAへ委任状提出

■持込み搬入 看板
の
標示

産業廃棄物運搬車
JAしまね

5㎝角

45.5㎝

15㎝
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女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

川
本
支
部
管
内
保
育
所
へ
雑
巾
寄
贈

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」さ
つ
ま
い
も
圃
場
除
草
作
業
実
施

　

島
根
お
お
ち
地
区
本

部
女
性
部
川
本
支
部
は
、

管
内
の
３
つ
の
保
育
所
へ
タ
オ
ル
と

雑
巾
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

川
本
支
部
は
、
福
祉
活
動
へ
の
積

極
的
参
加
を
目
指
し
て
お
り
、
今
回

は
そ
の
一
環
と
し
て
管
内
保
育
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
川
本
保
育
所
、
因
原
保

育
所
、
川
本
北
保
育
所
の
３
ヵ
所
を
訪
問
し
、
合
計
80
枚
の
タ
オ

ル
、
雑
巾
を
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
職
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

治
郎
田
常
子
女
性
部
長
は
、「
女
性
部
員
で
タ
オ
ル
、
雑
巾
を

集
め
た
。
施
設
で
の
掃
除
に
使
っ
て
い
た
だ
き
園
児
が
健
康
で
元

気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
と
青
年
連
盟
は
、
10
月
10
日
火
曜
日
に
管
内
保
育
園
児
を
招
い
て
開
催
さ
れ

る
「
い
も
掘
り
交
流
会
」
に
先
立
ち
、
邑
南
町
中
野
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
さ
つ
ま
い

も
圃
場
の
草
刈
と
い
も
つ
る
切
り
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨
で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
曇
り
空
と
な
り
除
草
作
業
に
は
最
適
の
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
女
性

部
、
青
年
連
盟
合
わ
せ
て
２
０
名
あ
ま
り
が
草
刈
機
や
鎌
を
使
っ
て
圃
場
と
周
辺

の
草
を
刈
り
、
い
も
づ
る
を
切
取
り
、
レ
ー
キ
や
フ
ォ
ー
ク
を
使
っ
て
寄
せ
集
め

て
廃
棄
し
、
畝
の
黒
マ
ル
チ
を
は
ぎ
取
り
、
い
も
が
す
ぐ
掘
れ
る
よ
う
準
備
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
大
量
の
草
に
四
苦
八
苦
、
大
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業
を
終
了

し
、
こ
れ
で
園
児
の
皆
さ
ん
に
い
も
掘
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
笑
顔
で
話
し

な
が
ら
、
交
流
会
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
と
解
散
し
ま
し
た
。

3
10 月

◇
今
年
の
暑
さ
に
米
も
少
々
負
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
我
が
家
の
米
も
残
念
な
が
ら
２

等
で
し
た
。
収
穫
中
に「
米
粒
が
な
ぁ
？
」と
思
っ
て
い
た
け
ど
、や
は
り
そ
の
通
り
で
し
た
。

で
も
味
は
悪
く
な
い
と
食
し
ま
し
た
。
来
年
は
１
等
米
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。	

桜
江
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

60
代

●
本
当
に
今
年
の
夏
は
、
雨
も
少
な
く
暑
い
毎
日
で
し
た
。
田
ん
ぼ
の
水
も
温
泉
の
よ
う
に

熱
く
て
、
夜
も
涼
し
く
な
ら
ず
、
汗
も
乾
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
稲
も
く
た
び
れ
て
し
ま
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
？
で
も
、
お
米
の
味
が
悪
く
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
来
年
は
、
程
よ

い
天
候
で
１
等
米
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
す
よ
う
に
！
祈
っ
て
ま
す
。

◇
今
月
は
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
沢
山
の
っ
て
い
て
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
特
に
、
隠
岐
ど

う
ぜ
ん
地
区
の「
シ
ャ
ー
ラ
船
流
し
」が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
私
も
い
つ
か
実
際
に
見
て
み

た
い
と
思
い
、
楽
し
み
が
出
来
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

	

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

70
代

●
お
盆
の
最
終
日
に
先
祖
の
精
霊
が「
シ
ャ
ー
ラ
船
」に
乗
っ
て
西
方
浄
土
に
旅
立
っ
て
行
く

の
だ
そ
う
で
す
ね
。
祈
り
を
込
め
た
精
霊
船
す
ご
く
神
秘
的
で
す
。
隠
岐
諸
島
の
美
し
い

景
色
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

◇
毎
月
楽
し
み
に
「
し
ま
ね
び
よ
り
」を
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
、

毎
回
娘
と
競
争
で
回
答
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
私
が
先
に
説
け
た
の
で
「
ヤ
ッ
タ
! !
」
と

言
う
気
分
で
応
募
し
ま
す
。	

川
本
支
店
管
内　

N
さ
ん　

80
代

●
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
回
娘
さ
ん
と
競
争
が
出
来
る
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
な
と

思
い
ま
す
。い
つ
も
ク
イ
ズ
で
鍛
え
て
お
ら
れ
る
か
ら
、脳
が
活
性
化
さ
れ
て
答
え
が
パ
ッ
！

と
ひ
ら
め
く
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
で
仲
良
く
切
磋
琢
磨
、
頭
を
ひ
ね
り
な
が

ら
お
楽
し
み
下
さ
い
ね
！

◇
毎
号
野
菜
を
主
体
に
し
た
料
理
楽
し
み
で
す
。
自
分
た
ち
（
老
２
人
）で
食
べ
る
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
猪
、
猿
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
等
の
被
害
で
困
り
な
が
ら
で
も
老
骨
に

む
ち
打
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。	

邑
智
支
店
管
内　

Т
さ
ん　

70
代

●
野
菜
作
り
は
土
を
作
り
、
種
を
蒔
き
、
肥
料
を
や
り
、
虫
や
病
気
の
予
防
や
防
除
、
水

や
り
、草
取
り
等
た
く
さ
ん
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
そ
の
上
鳥
獣
か
ら
の
被
害
も
あ
り
、

悲
し
い
思
い
を
す
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
我
が
家
の
野
菜
は
、
お

な
か
一
杯
食
べ
れ
て
、
し
か
も
お
い
し
い
で
す
よ
ね
ぇ
! !

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介

7
9 月
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11月の行事紹介

16日（木）・17日（金）・18日（土）11月の外勤日

ゆとり倶楽部
内　容：三江線の旅

11月8日
水

女子大学つくしんぼ
内　容：お菓子作り
場　所：田所公民館
時　間：9：30〜12：30

11月18日
土

10月年金相談会

ローン相談会
　午前９：00から12：00（午前中）
年金相談会
　午前10：00から午後3：00

川本支店10/29（日）

Ｈ29年9月13日、厚生労働省と日本年金機構が
「年金の未払いがある」と発表がありました。

たとえば、

この未払いの内容は『振替加算』の受給資格があるのに受給されていないことです。
『加給年金』・『振替加算』とは ･･･ 夫婦の年金です。

配偶者の年金が共済年金のときは上記のように未払いが発生したり、また、過払いが
発生する場合があります。各支店金融窓口また金融課までご相談ください。
尚、未払いの対象者の方にはＨ 29年 11月上旬に通知が届き、11月 15日に未払い
金が振り込まれます。

年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　年金相談センターTEL.83-1803

夫 妻
20年以上お勤めがある方

（厚生年金・共済年金）

65歳�お勤めが20年ない方

加給年金 振替加算
夫→妻に受給資格が変更になる

※お互いに 20年以上お勤めの時は振替加算は発生しない。

要注意！！

ローン相談会同時開催

広報誌「JAしまねびより」9
月号15ページ「地区本部ト
ピックス」県共進会に向けて
の選抜会についてお名前と
写真に誤りがありました。

左上写真
　「あき」大旗安二さん（川本町）

左下写真
　「かつしん」西槇和江さん
　（美郷町）

おわびして訂正いたします。

おわびと訂正

左上写真
　「かつしん」西槇和江さん
　（美郷町）

左下写真
　「あき」大旗安二さん（川本町）

誤

正

川本町産業祭11月5日
日

産業祭
みさとふるさとまつり
桜江いきいき祭り

石見農業祭

11月12日

11月11日・12日
日

土 日
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